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読書の秋へのお誘い 

 2021-11-23 

Q:  どのようなお誘いですか？  

A: 弊社代表の高校時代の同期生である川崎一郎氏から、嬉しいﾒｰﾙが届きました。同氏は富山大学や

京都大学防災研究所で地球科学の教授を務められた第一線の地震学者です。このたび、これまで

の研究活動の集大成として「立山の賦-地球科学から-」と題する著書を出版されたそうです。「立

山の賦」とは、万葉集における大伴家持の作品でもあります。ﾒｰﾙの内容を下記にそのまま紹介さ

せていただきます。併せて、ご自身による著書の紹介文を末尾に添付させていただきます。 

 

図.1 立山連峰を遠くに望む富山の古民家 

記 

  同窓の皆さま  

  同窓会にもろくに出席せず，こんな時にだけﾒｰﾙを送ることをお許しください。 

このたび，富山の地元の桂書房から『立山の賦-地球科学から-』を上梓しました。  

  このような書名を付けた理由の一つは，かねがね，早月川の歌などは早春の立山周辺の自然の躍

動感を切り取った素晴らしい歌だと思っていました。ところが，伝統的な家持歌論や万葉歌論で

はほとんど無視されています。それは，伝統的な歌論が都中心史観に立脚しているので，奈良盆

地では経験できない立山周辺の季節感などは意味希薄に見えただけではないかと言いたかったこ

とです（第 13章） 

  また，人工地震探査，同位体年代学，GPS など関連分野の成果を総動員して，立山がﾁﾊﾞﾆｱﾝ期以

降に急速隆起してきたという新しい隆起像を提起できたと思っています（第 16章）。 

  近畿地方と立山周辺を比較しながら話を進めています。奈良盆地が陸になったり海になったりし

た話も出てきます（§8-4）。早い話，「文」と「理」に架橋することを目指しています。 

  定価は 3000円，税込み 3300円とやや高いですが，新書 3冊分くらいの中身があると思って頂け
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れば幸いです。  

  地方の出版社の本ですので，東京や大阪の本屋の書店には並ばないかも知れません。書店から注

文を出して頂くとうれしいです。 

  よろしくお願い申し上げます。 

Q:  同氏の著書を紹介したいと思ったのはなぜですか？ 

A: 弊社代表が若い頃に、東京における同氏の講演を聴きに行ったことがあります。もちろん、講演

の内容は地震学に関するものでした。久しぶりの再会でしたので、講演の後に２人で懇談しまし

た。その際、同氏が「今の地震学では地震を予知することはできない」と明言していたことをよ

く憶えています。ﾏｽｺﾐに登場する地震学者の多くは、いわゆる「大陸ﾌﾟﾚｰﾄや海洋ﾌﾟﾚｰﾄの潜り込

み説」を引用して地震や地殻変動のﾒｶﾆｽﾞﾑを説明します。ですが、地震が起きる時期や場所を明

確に予測できる人はいません。研究予算を確保したいためか、そのことを率直に認めようとする

地震学者は少ないようです。川崎一郎氏は、ﾕｰﾗｼｱﾌﾟﾚｰﾄと北米ﾌﾟﾚｰﾄの境界に位置するというだけ

で立山･黒部の隆起を説明しようとはしていないようです。立山･黒部に近い富山市に永住を決め

て、現場感覚と歴史認識を駆使して隆起の真因を探ろうとしてきました。しかも、文理融合とい

う斬新な手法で研究の成果をまとめているようです。この考えは、弊社が標榜する「ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思

考による真実の探求」に通じるところがあります。同氏が一般の地震学者とは異なる感覚と考え

で地震学の研究に取り組んでおられることが、読者の方々にご紹介したいと思った理由です。 

 

図.2 日本周辺のﾌﾟﾚｰﾄの集まり 

Q:  ﾃﾚﾋﾞでは「日本沈没」という小松左京氏の SF小説がﾄﾞﾗﾏ化されて放映されていますが、ﾄﾞﾗﾏのよ

うに地震学者が AIで地震や地殻変動の場所や時期を予測できるようになるのでしょうか？ 

A:  ﾄﾞﾗﾏはあくまでも空想（SF）の世界です。ﾄｯﾌﾟﾀﾞｳﾝ思考では、AIは永久に地震や地殻変動の詳細
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を予測できないと考えられます。弊社代表は同氏の著書をまだ読んでいませんが、著書にはわが

国の地震学者が AIにはできない地道な活動を続けている様子が書かれていると思います。地震や

地殻変動の予測の将来を見通すためにも、同氏の著書は大いに参考になると思います。 

Q:  著書を購入するには、どのような方法が最善なのでしょうか？ 

A:  弊社も購入を希望していますので、同氏に同じ質問をしてみました。同氏はあくまでも「著者の

立場での要望」としたうえで、「地域の大きな書店で注文してほしい」と回答されました。大きな

書店に注文すれば、同じ書籍を２冊仕入れて１冊を書店に置いてくれるそうです。そうすれば、

書籍は多くの人の目に触れることになります。弊社は、同氏の著書ができるだけ多くの人に読ま

れて、わが国の国民が地震学に希望を持てるようになることを願っています。弊社は、東京駅北

口にある「丸善書店」に注文しようと考えています。読者の方々にも関心をもっていただければ

と願っています。 

本情報に関する連絡先： 

㈱ﾋｭｰﾌｧｸｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ 

URL: http://www.hufac.co.jp 

E-mail: info@hufac.co.jp 

http://www.hufac.co.jp/
mailto:info@hufac.co.jp
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